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専門 

手・肘・肩の外科、末梢神経外科 

 

   資格 

日本整形外科学会専門医 

日本整形外科学会第 23回研修指導者講習会受講 

日本手外科学会専門医 

日本整形外科学会認定スポーツ医     

日本整形外科学会認定リウマチ医 

日本整形外科学会認定リハビリテーション医 

 

 

プロフィール 

田辺医師は、整形外科部長、リハビリテーション科部長を兼任している。日本整形外科学

会専門医、日本手外科学会専門医であり、特に手、肘の疾患を専門にしている。 

大阪大学整形外科、集中治療部、大阪労災病院整形外科等での臨床研修の後、大阪大学大

学院医学系研究科、米国 Yale 大学にて神経再生の基礎研究に従事。帰国後、大阪厚生年金

病院整形外科、りんくう総合医療センター整形外科等を経て、２００６年より当院勤務。 

 

学歴 

医学士：大阪大学医学部卒 1992年 

医学博士：大阪大学大学院医学系研究科卒 2000年 

 

職歴 

大阪大学医学部附属病院整形外科、 

大阪大学医学部附属病院集中治療部、 

大阪労災病院整形外科 

日本学術振興会特別研究員 

米国 Yale大学神経学教室 

大阪厚生年金病院整形外科 

りんくう総合医療センター整形外科 

 

賞 

住友生命社会福祉事業団海外医学助成金 2000年 

  



Katsuhisa Tanabe MD.,PhD. 

 

Department of Orthopaedic Surgery, Nishinomiya Municipal Central Hospital, Nishinomiya, 

JAPAN 

 

Specialty 

Orthopaedic Surgery 

Hand and Upper Extremity Service  
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Intra-Articular Fractures of the Distal Radius Evaluated by Computed Tomography. 
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Fracture of an unossified humeral medial epicondyle: use of magnetic resonance 

imaging for diagnosis. 
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研究、興味のある分野 

１．橈骨遠位端骨折の CT評価 

２．整形外科領域（特に上肢外科領域）の超音波診断 

３．手根管症候群の安全な小皮切手術（関節鏡視下手術の併用） 

４．手・肘・肩関節鏡視下手術 

５．肩腱板修復の手技・リハビリテーション 

６．神経再生の分子メカニズム 


